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はじめに 

 

JAXA 環境試験技術ユニットでは、試験技術ワークショップを 2004 年度の第 1 回

開催以降ほぼ毎年開催してきました（2020 年度及び 2021 年度はコロナ禍のため中

止）。 

この試験技術ワークショップは、航空宇宙分野をはじめとする各産業界における試

験技術に関する研究開発成果を共有し、次の宇宙機開発に活かすことで成果の最大

化を図るとともに、業種の枠を超えたシナジー効果を発揮することを目的としておりま

す。 

 

今回、第 18 回ワークショップを 2022 年 11 月 24 日に 3 年ぶりに開催しました。 

 

2022 年度の開催に際しては、昨今の働き方改革にも配慮し、初の試みとして会場

だけでなくリモート参加を採用しました。また、より深い議論ができるように参加者につ

きましては試験技術関係者に限定させていただきました。 

 

 本資料はご参加いただけなかった方にも試験技術ワークショップでの講演内容をご

理解いただけるよう、講演資料集としてまとめたものです。 

なお、公開資料とするにあたり、ワークショップ当日の資料と一部内容が異なる個

所がありますのでご承知おき願います。 

 

 

 過去のワークショップの講演資料につきましては下記を参照ください。 

 

https://shiken.jaxa.jp/ 
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１．プログラム 
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時間 講演者（敬称略）

13:00～13:05
(5)

　JAXA環境試験技術ユニットで取り組んでいる課題（設備維持・運営面、試験技術
研究面）について紹介し、併せて最近の研究成果を紹介する。

　宇宙機コンポーネントの衝撃試験で一般的に用いられる落錘式等の機械的インパ
クト式衝撃試験法において、衝撃レベルを試験前に事前に予測し、調整する手法に
ついて検討を行った結果を報告する。

AESは長年にわたり筑波宇宙センター環境試験設備の保全・運用を実施してきた。
宇宙機の環境試験をいつでも実施できる状態に設備を維持するために、AESがどの
ように設備を管理、保守、修理および改修等を実施してきたかを述べる。
また、今後、老朽化が進む設備について、保全の取り組みを述べる。

自動車・鉄道・航空機などから発生する交通騒音は、高速化や性能向上が進んでい
るにもかかわらず騒音レベルが低減する傾向にある。本発表では、最近の交通騒音
事情を切り口として騒音対策・計測技術を紹介するとともに、将来の交通騒音につい
ての予想結果を説明する。

14:50～15:20
(30)

2020年12月に打ち上げた光衛星間通信システム（以下、LUCAS）は、最初のユーザ
衛星であるALOS-3打上げ後、いよいよ軌道上での対向試験・運用検証が行われ
る。開発においては、40,000km離れた衛星間において自由空間光リンクで1.8Gbpsの
通信を維持するというLUCASのミッション実現に向けて、対向を模擬した通信性能評
価試験や微小振動擾乱試験など、工夫を凝らした地上検証を計画・実施した。本公
演では、LUCAS開発の概要や地上検証のトピックについて紹介する。

超小型衛星試験標準(ISO-19683)は2017年に発行されたが、標準化活動をしていた
2010年代前半に比べて超小型衛星をとりまく現状が大きく変わりつつある。
当時は単一衛星からなるプロジェクトがほとんどであったが、超小型衛星コンステ
レーションが実用化される中、複数の衛星を効率よく試験する方法、全数試験を省く
論理等が必要とされている。
ISO-19683の改訂活動の中で、コンステレーションプログラムの試験をどのように取
り扱うかについての方針について述べる。

JAXA大型試験設備の多くが整備後30年以上を経過し、老朽化等による維持運用継
続へのリスクが増大しつつある。試験の効率化（低コスト化）や最新試験技術の導入
も求められる中、将来のJAXA大型試験設備の整備及び維持運用はどうあるべき
か、その実現のために何をすべきか等について有識者を交えてディスカッションす
る。

17:40～17:45
(5)

13:50～14:20
(30)

「筑波宇宙センター環境試験設備の維持・運用」

（株）エイ・イー・エス

横山　泰人

第18回試験技術ワークショップ　講演プログラム

2022年11月24日（木）　13:00～17:45
筑波宇宙センター　総合開発推進棟　1階大会議室、及びオンライン接続

※各発表時間は30分（発表：20分、質疑応答：10分）

題目及び概要

開会挨拶 (宇宙航空研究開発機構　理事　佐野　久)

13:05～13:25
(20)

「環境試験分野におけるJAXA環境試験技術ユニットの活動紹介」
宇宙航空研究開発機構
環境試験技術ユニット

清水　隆三　　安藤　成将

13:25～13:50
(25)

「衝撃応答スペクトラムの予測と調整を可能とする
宇宙機搭載機器用衝撃試験法の開発」 宇宙航空研究開発機構

経営企画部

柳瀬 恵一

14:20～14:50
(30)

「交通騒音と計測技術～今と未来～」
一般財団法人　小林理学研究所

 騒音振動研究室

土肥　哲也

休憩・ポスターセッション（環境試験技術ユニット成果紹介）

15:20～15:50
(30)

「光衛星間通信システム（LUCAS）の概要と地上検証トピック」
宇宙航空研究開発機構

第一宇宙技術部門
ＪＤＲＳプロジェクトチーム

板橋　孝昌

閉会挨拶　（宇宙航空研究開発機構　環境試験技術ユニット長　清水　隆三　）

15:50～16:20
(30)

「超小型衛星試験標準(ISO-19693)の改訂について」

九州工業大学
大学院工学研究院

 趙　孟佑

16:20～17:40
(80)

パネルディスカッション「JAXA大型試験設備の老朽化等
を踏まえた将来設備整備及び維持運用のあり方」 コーディネーター

：宇宙航空研究開発機構
　環境試験技術ユニット　清水 彰

　パネラー：講演者の方々
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２．１ 「環境試験分野における 

JAXA 環境試験技術ユニットの活動紹介」 
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２．３ 「筑波宇宙センター環境試験設備の
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２．４ 「交通騒音と計測技術～今と未来～」 
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２．５ 「光衛星間通信システム（LUCAS）の

概要と地上検証トピック」 
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２．６ 「超小型衛星試験標準(ISO-19693)の
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（オンライン参加者にはスライドショーにより画面表示）

番号 出展者

宇宙機は、宇宙機分離時や太陽電池パドル保持解放時において衝撃環境に晒されるが、衝撃の伝搬メカニズムは
複雑であり、衝撃源からの距離や伝達特性等に大きく依存するため、宇宙機の衝撃環境を解析的に精度よく予測す
ることは困難とされている。そのため、宇宙機コンポーネント開発では過大な衝撃試験条件を課せられて開発コスト
の増加リスクをもたらすことになる。本資料では過大な条件の緩和の一環としてJAXA開発衛星の衛星分離衝撃試験
のデータを整理し、影響を与える要因について分析した結果を紹介する。

JAXA宇宙機開発では、「拡散音場において音響試験を実施すること」が求められている。この拡散音場条件を定量
的に示す新しい試みとして、球形マイクアレイでの計測音圧から角度スペクトルを算出することにより、音の方向特性
を定量的に示す手法の検討を行った。本資料では、数値解析による手法の妥当性評価結果及び1600m3音響試験設
備での手法の適用結果を報告する。

ランダム振動を受けた宇宙機搭載機器の疲労損傷度の計算手法として、発生する応力の極値がRayleigh分布に従う
とする従来手法は、発生応力が狭帯域ランダムの場合は適当であるが、広帯域ランダムの場合は過剰な見積もりと
なる。宇宙機搭載機器の発生応力は機器の固有振動数によって狭帯域ランダムから広帯域ランダムまで様々取り得
ることから、本研究では狭帯域から広帯域までカバーするRice分布を用いた疲労損傷度の計算手法を確立した。本
資料では、疲労損傷度の見積もりが提案手法により適正化されることを宇宙機の開発試験データを用いた計算例に
より示す。

磁気試験設備においてブラウンベックコイル(BBC)が発生させる零磁場空間は周囲の建造物や車両からの局所的な
外乱磁場の影響を直に受ける。これまで零磁場空間の静磁場に対するロバスト性を向上させるため補正コイルを用
いた外乱打ち消し法の検討を重ね、簡易的な数値解析やスケールダウンした検証実験で有効性を確認した。現在変
動磁場外乱に対応するため本手法と磁気シールドを併用する手法を検討しており、複雑な境界条件や磁場変動を再
現することのできる有限要素法を基にしたシミュレーションによる評価を進めている。ワークショップでは、これらの研
究の現状について紹介する。

均一度測定装置は、ソーラシミュレータ装置から照射されるソーラ光の平面照度分布を計測し、ソーラ光の均一度を
評価する装置である。8mφSCの均一度測定装置は納入から20年以上経過し老朽化しており、製造業者が撤退して
いるため、同装置の更新に向けて計測機構の簡素化、計測時間の短縮を目的に新たな計測方式の検討を行ってい
る。本資料では、検討の進捗状況及び現状の課題について紹介する。

LiteBIRDのような深宇宙を観測する衛星の望遠鏡は、高感度、高指向精度を満たすためにバス部との熱伝達分離や
リアクションホイールとの擾乱分離などが必要となり、熱真空試験時はペイロードモジュールを10 K以下の超極低温
環境に晒して試験を行うことが想定される。
一方、国内のスペースチャンバには、大型のペイロードモジュールを10 K以下の環境に晒すことが可能なシュラウドを
有するチャンバが存在しない。
本資料では、4 Kに冷却可能な汎用超極低温シュラウドの開発仕様／計画の検討状況について紹介する。

筑波宇宙センターの大型熱真空試験設備は、国内最大級の大きさに加え、大型ソーラシミュレータ等の国内では類
を見ない特徴的な機能性能を備えているが、整備後長期間が経過し老朽化が進行している。将来の新しい宇宙機開
発へのニーズに対応し、着実に試験を遂行していくため、環境試験技術ユニットで実施している次世代スペースチャン
バに関する検討の取り組みついて、現有設備の状況とあわせて紹介する。

磁気試験設備の高精度化・高効率化に資する小型・高精度な新方式磁力計（基本波型直交フラックスゲート）につい
て、実用化に向け得られている最新の性能を報告する。また本新方式磁力計はその優れた軽量性を活かし、火星衛
星探査計画（MMX）搭載観測機器へ技術展開しており、現状（EMフェーズ）での開発状況を報告する。さらに本磁力
計回路部をASICにより超小型化し、将来の観測ロケットにて実証する応用研究の状況についても紹介する。

〇：説明担当者

第18回試験技術ワークショップ　ポスターセッション概要

筑波宇宙センター　総合開発推進棟　1階ロビー (出展者：　環境試験技術ユニット職員)

題目及び概要

 テーマ①　環境試験の有効性向上(Test Effectiveness)

テーマ②　試験設備の研究開発

WS18
-P03

Rice分布を用いた疲労損傷度の見積もり適正化に関する研究

丹羽智哉
〇施勤忠

WS18
-P01

衝撃環境試験条件の適正化に関する研究

〇秋田尚樹

WS18
-P02

WS18
-P04

磁気試験設備周囲外乱に対するロバスト性向上に関する研究

〇末永祐磨
村田直史

球形マイクアレイを用いた角度スペクトルの算出による音場拡散性の評価方法検討

〇戸高大地

WS18
-P07

テーマ③　試験設備の研究開発＆プロジェクト支援

WS18
-P08

小型高精度新方式磁力計の開発 - 地上設備への適用とMMX等宇宙科学ミッションへの技術展開状況 〇村田直史
清水隆文

(京都大学)
松岡彩子
中田雅彦
小嶋浩嗣
栗田怜

〇佐藤洸貴

次世代スペースチャンバ構想検討概要

超極低温シュラウドの開発検討

〇大里伸一

WS18
-P05

簡易均一度測定装置の検討

〇秋田尚樹
大里伸一

WS18
-P06
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“Diffuseness quantification in an acoustic test chamber using the isotropy derived by the angular spectrum of sound waves based on the spherical harmonics expansion MEJ [JOURNAL-JSME-D-22-00371] 
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“Diffuseness quantification in an acoustic test chamber using the isotropy derived by the angular spectrum of sound waves based on the spherical harmonics expansion MEJ [JOURNAL-JSME-D-22-00371] 
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“Diffuseness quantification in an acoustic test chamber using the isotropy derived by the angular spectrum of sound waves based on the spherical harmonics expansion MEJ [JOURNAL-JSME-D-22-00371] 
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